
―考え議論する道徳の実現に向けて―

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

導入 個別
〇道徳的価値に関わることについて問題意識をもつ

『はしの上のおおかみ』 B-（６）親切、思いやり

〇ねらいに関わる今の自分をみつめる 〇ねらいに関わる今までの自分をみつめる
〇級友の今と今までの心や姿に関心をもつ 〇教材内容に関心をもつ
〇道徳的問題を発見する

発問 工夫

〇「友達のために行動したことはありますか？」
「どのような気持ちになりましたか？」

他にも…
「○○についてどう思いますか」（アンケート/写真や絵/映像をみて）
「○○についてイメージすることは何か」（親切・思いやり） 等

・生活体験の想起
・アンケート
・写真や絵
・映像
・クイズ 等

学習のテーマ⇦子供一人一人の思いや考えを基に設定
『友達や自分があたたかい気持ちになるためには』・・・等

導入では、道徳的価値に関わることについて、問題意識をもたせることが
重要となる。これまでの経験を踏まえて形成された自身の考えとの相違を
生み出し、児童の主体的な取組に繋げる。
学習テーマについては、一人一人の問題意識が含まれるものとすることで、
個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る。
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展開

紙 ICT発問

〇「『えへん、えへん』と言っているおおかみはどんな気持ちか？」
→登場人物に自我関与できるようにする
◎「くまのうしろすがたを見送っていたおおかみはどんなことを
考えていますか？」

→親切にされた時の気持ちを考えることができるようにする
〇「おおかみが、うさぎをだきあげ、うしろにそっとおろしたのは
なぜか？」

→あたたかい心で接し親切にすることについて、自分の生活を振り返り
ながら考えられるようにする
他にも…
「自分が○○ならどうするか？」「○○がしたことをどう思うか？」

等

個別
〇自分自身との関わりで考える ⇒自分事

〇自己の生き方について考えを深める⇒納得解

〇自分を見つめる 〇考えを伝える・比較する 〇考えを確認する・深める

工夫

・思考ツール
・図式化(グラフや表/図)
・数値化
・記号化
・イラスト化
・言語化
（吹き出し/キーワード）
・色 

など自分で選択

協働 ⇩

協働

展開では、
・教材の内容を自分自身との関わりで考える（登場人物に自我関与する）こと
・協働―意見や考えを共有し話し合う（多面的・多角的に考える）こと
・話し合い、考えたことを踏まえて、自分の生活を振り返り、自己（の生き方）に
ついて考えを深める（納得解を得る）ことが大切となる。

指導方法の工夫として、考えをもつ、整理する、共有する際に児童生徒が自ら
学習方法を選択できる（指導の個別化）ことは、自己を見つめる時間や機会の確保
と協働的な学習の充実に繋がる。
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展開 協働
多面的・多角的に考える ⇒ 考えを共有し話し合う

〇自分の感じ方、考え方をより明確にしていく 〇多様な感じ方、考え方と出会う 〇考えを深める、補う、広げる

〇話し合う必然性 （話し合いたいと思っているのか）
〇テーマの把握  （何を話しあうのか）
〇話し合う材料 (自分の考えを記載したノート等)
〇話しあいのルール  (進め方がわかっているのか)
〇支持的風土 (多様な考えを認め合う関係)

確認

構造的な板書

参照 小学校学習指導要領ポイント総整理 東洋館出版社
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協働的な学習（多面的・多角的に考える）の場面においては、話し合う材料
（ノートやＩＣＴ等）があるのか、児童生徒が話し合いたいと思っているのか、
何を話し合うのか、話し合いの進め方がわかっているのか、多様な考えを認め
合う関係があるか等について確認し、「考え議論する道徳」の実現を図って
いく。



学びをつなげる 問題追及を終わらせない工夫

終末

〇「一番心に残ったことは何ですか？」

他にも…
「一番大切だと思ったことは？」
「お友達の考えでいいなと思ったものは？」
「これから考えてみたいことは？」 等

個別
道徳的価値についての自己実現に向けて意欲を高める

〇振り返りを共有することで新たな問いを生む 〇自分の変容に気付く

よりよい生き方を模索していく
学習の個性化

自己実現
自立した人間

なりたい
自分

終末では、教材（道徳的価値）と日常生活を結び付け、道徳的価値の実現に
向けて意欲を高める。

本時の学びで得た納得解を、次の学びにつなげることができるような工夫を
考え、児童生徒の自己実現（学習の個性化）を図っていくことが大切となる。
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評価

道徳科の評価に関して…
児童（生徒）の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し、指導に生かすよう努める必要がある。

（学習指導要領解説 特別の教科 道徳編）

学習状況で特に重視
一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展しているか。
道徳的価値の理解を自分との関わりの中で深めているか。

例えば…
〇一つの見方ではなく、様々な側面から考えている
〇自分のこれまでを振り返りながら、どのようなことなのか考えている
〇自分のこれからの生活や生き方に生かそうとしている。

といった点を中心に見取る

【ねらい】
親切にすることで、相手や自分の気持ちがどの様に変化するか考え、相手のことを考えて行動

 しようとする道徳的判断力を養う。

【評価】
  親切にすることについて、教材や自分の体験を思い返しながら、あたたかい心で接することの
 大切さについて考えている。（ワークシートの記述 発言）

評価方法
観察
ノートやワークシート
ＩＣＴ
ポートフォリオ  等

評価に当たっては、学習の状況や道徳性に係る成長の様子、多面的で
多角的な見方へと発展しているか、道徳的価値の理解を自分自身との
関わりの中で深めているかといった点を中心に見取る。
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